
月、君はダンカョンキ＆ドラェンキの新しい版をプレ゗

することができる。そして第4版の最初のゕドベン

チャー・オナリゝであるH1 オャド゙プル城の影に

よって、君はプレ゗ヤーキハンドブッアが店頭に並ぶ前

にゥームをプレ゗できる。君がゥームを始めるのに必要なのは、オャ

ド゙プル城の影とダ゗ガ一組だけだ。冒険は君がプレ゗するのに必

要な全てのルールを提供してくれる。 

 

この記事はオャド゙プル城の影の補記であり、ゕドベンチャーオナ

リゝが必須である。この変更案は、゛ベロン・ワールドゟ゗ドでオャ

ド゙プル城の影を行う為のものである。この記事では、このゕドベ

ンチャーオナリゝを他のダンカョンキ＆ドラェンキの゠ャンペーンと

゛ベロンとの違いであるパルプ的な雰囲気で包みこむ。 

 

この記事では最初にゕドベンチャーオナリゝの一般的な変更を説明

し、次に特定の事項の変更を説明する。まず最初に大きな疑問に答え

よう。「冒険は゛ベロンのどこで起きるのか」「原因を作った者と揺

さぶりをかける者は誰なのか」「どのように4版での゛ベロンでゥーム

を進めればいいのか」 

 

これらの疑問に答えた後、この記事では冒険の細部について説明す

る。これはゕドベンチャー中に゛ベロンの細部を取り入れる為の方法

を説明し、陰謀と因果によってゕドベンチャーにより多くの興奮を与

えられるようにする。 

シャドウフェル城の影 エベロンへのコンバート 

今 
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゛ベロンを舞台にオャド゙プル城の影を始める前に、ゕドベン

チャーオナリゝとこの記事の両方を全てに目を通しておくこと。勿

論、ゥームをする日の前夜にいつも時間がある訳ではない。君がゕド

ベンチャーオナリゝと記事の全てを読むことができなければ、゠ャラ

アターが経験しそうなところだけ読んでおくこと。各章には、それぞ

れ適用される大きな変更点について説明されている。 

地下竜教団：ェブリンとウボルドは数世紀に渡りゝルアガを崇拝し、

ここ10年以上、影のどこかに隠れたビホルダーとデル゠ールの命を受

けた異様で恐ろしいドルィリムとドルゞンドを地下竜のゕガペアトだ

と信じてきた。 

 

シルヴァー・フレーム教会：この教会は隣国ガレ゗ンほどゞルナガで

は強力ではないが、活動中の゛ーカ゚ントがこの地域に住んでいる。

オルヴゔーフレームの声から啓示を受け、教会は冬越村の人々を庇護

する為に英雄を送り込むかもしれない。 

 

カルナスのカイウスⅢ世：彼がヴ゜ルの血を抑える前ですら、ゞ゗゙

ガ王はゞルトを極秘裏に調べ、ゞルトの活動に対処している。マミー

のアレリッア、マレヴゔノールが国王のガパ゗からゞラレルの任務を

隠そうとしたが、ゞ゗゙ガはゞルトが冬越村に興味を持っていること

を知った。国王はゞルトの活動を混乱させる為、1名の゛ーカ゚ントを

派遣しており、更に多くの者を派遣するかもしれない。 

大きな疑問大きな疑問大きな疑問      

゛ベロンはD&D世界ではあるものの、来るダンカョンマガターキゟ゗

ドで説明された世界の全ての側面を共有するものではない。゛ベロン

は独自のルール、歴史、地理を持っている。その為、オャド゙プル

城の影を本当に゛ベロン世界の一部にする為には上手く調整する必要

がある。 

゛ベロンに接近し、その影響力がより強く感じられるようになる。影

はより冷たくなり、オャド゙が毎夜、忍び寄る様に現れ、世界とオャ

ド゙プルを遮る障壁は弱くなる。これらの暗い夜は一般に゙ゖン

ターバントとして知られており、ゕドベンチャーの開始と共に始ま

る。 

冬越村はコーヴェアのどこにあるのか？ 

冬越村はゞルナガの北東、ゕ゗ゕンルート山脈からおよそ200マ゗ル西

にある。地元ではゞ゗ンェーム山と呼ばれる、ゕ゗ガトップ山脈の南

西端に位置する冬越村は、ゟードバリー高原にある遠く寂れた町であ

る。ゕ゗ガトップ地方では1年のほとんどを厳しい寒さに包まれている

が、冬越村は火山の温水が混じり、ゕ゗ガトップ山の高さに守られ、

厳しい風とブリォードから守られた地域となっている。ゕドベン

チャーでは、PCは王の道に沿って、冬越村に向かいレ゗アエ゗ドの街

から北西に旅を始めることとする。 

シャドウフェルとは何か？ 

D&Dでウゕ世界が持っているのと同様、゛ベロンにもオャド゙プル

が存在する。オャド゙プルは、オャド゙プル同様、影の領域とも

呼ばれる“死の領域”ドルラーと影と絶望の領域とも呼ばれる“永遠の夜”

マバールを含んでいる。20年に一度、冬至前の新月の夜にマバールは

エベロンでのオルクスのカルトとは？ 

他のデーモンと同様、ゝルアガはウゕトルとドラェンによってゞ゗

バーに封印されたが、彼の全ての軍団長が同じ運命を辿ったわけでは

ない。ゟルフゔーⅠ世の御世から数百年前、ドレエ゗ンと呼ばれるゝ

ルアガの強力な半神がゝルアガを解放する為にゕンデッド軍団を作り

上げようとした後、オャド゙プルに封印された。この監獄ばゖン

ターバントを除けば安全である。数日間、影の墓所に眠るドレエ゗

ンの封印は弱まり、彼が数世紀かけて蓄えた力と悪の軍勢が抜け出そ

うとする。 

他の利害関係 

ゕドベンチャー中の敵はゝルアガのゞルトだと思うかもしれないが、

゛ベロンはそう簡単ではない。凶悪な組織や秘密結社が計画を企てる

と、他のひとつ、ふたつ、みっつと他の集団が自分自身の為の計画を

企て、影に潜むのだ。 

 

ヴォルの血：ゞラレルは、配下のェブリンとウボルドの手先にはゝル

アガの信徒であると称しているが、実際にはヴ゜ルの血の゛ーカ゚ン

トである。アリムゾン修道院に於ける彼の主は、マバールに裂け目を

開く為に彼を送りだした。ゞラレルは自らの組織の為に力を付け、自

らのゞルト内の発言力を増す為に同盟者としてドレエ゗ンを得ようと

考えている。 

 

エベロン世界のキャラクター 

オャド゙プル城の影には、すぐプレ゗できる5人の゠ャラアターが用

意されている。各゠ャラアターは゛ベロンの世界に適合している。旧

゛ベロンの種族がいいと思うプレ゗ヤーの為に、D&D Insiderにふた

りの゠ャラアター、゙゜ーフ゜ーカド・パラデゖンとロンィト゘ーガ

オフター・アレリッアを用意している。君がより大人数のパーテゖで

プレ゗したいのなら、追加の゠ャラアターとしてこれらの゠ャラア

ターを使うことができる。 

 

6月にウゕルールが発売された後、君はモンガターマニュゕルのp.276

（訳注：英語版）に「種族特徴」という題の章があるのが分かるだろ

う。その章で君はドッペルゥンゟー（チ゚ンカリンィ）、ノーム、

ノーム、ロンィト゘ーガとレォーアロ゙オフター、゙゜ーフ゜ーカド

の種族特徴を確認できる。全て、君が゛ベロン世界へのウンバートで
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あるかを尋ねる。PCの答えが肯定的なら、彼女は宿の、人のいない角

へと案内し、次のことを話す。 

 

「ゕ゗ガロップ山の近く、冬越村まで行ってください。そこのラフト

ン亭で老人を探し、彼とその地方について話して下さい。最後に、彼

はあなたにその地方の地図を書いて欲しいかと尋ねるでしょう。次の

言葉で正確に返答してください。「田舎の鳥は風がどこに吹くか知る

のに地図がいるのかい？」と。彼はこう答えるでしょう。「晴れた日

ならないかもしれんが、暗闇になる前ならそうするかもしれん。」こ

の答を彼が話したなら、ゞ゗゙ガ王の肖像画のついた銅貨を渡してく

ださい。そうすると彼はあなたに任務を伝えるでしょう。」 

 

彼女は任務についてそれ以上語ろうとはせず、それ以外の秘密は重要

ではないと話す。彼女が示すゕ゗リゕン老人は冬越村のラフトン亭で

出会うNPCのひとりである（ゕドベンチャー p.35と本書を参照）。ウ

゗ンについては問題ない。ゞルナガの多くのウ゗ンはゞ゗゙ガ王の肖

像がついている。 

アドベンチャーの変換アドベンチャーの変換アドベンチャーの変換      

この章から本題に移る…ゕドベンチャー、遭遇毎、各章についての修

正内容が書かれている。遭遇毎あるいは各章に変更があるなら、修正

内容が書かれている。各章のタ゗トルには元のペーカも書かれてい

る。全ての変更はゕドベンチャーを対象としているが、プレ゗ヤー

ブッアは除外している。「冒険の開始」と「DMのア゗ッアルール」の

章（p5～15）はここでは触れない、何故なら冒険の詳細に関係ないか

らだ。 

背景（p.18） 

ゝルアガはデーモンの時代の間、世界にゕンデッドを持ち込む道具と

してマバールに裂け目を作り出した。ゝルアガがゞ゗バーに追放され

た後、裂け目はドラェンとウゕトルによって封印された。千年の後、

“征服者”ゞルンの時代に…発見者はゞルナガ人の誰かだろう…裂け目

は半神ドレエ゗ンの動きによってほとんど破られてしまった。しか

し、゠ーゟン卿と彼配下のドル・ドーンのパラデゖンによる英雄的努

力により、裂け目は封印され、1000年留まったオャド゙プルにドレ

エ゗ンは囚われた。 

危機の訪れ（p.18） 

この地域のェブリンとウボルドの氏族は、彼らが地下竜のゕガペアト

であると信じる「゙ゖンィド・デーモン」と呼ぶ偶像を崇拝してい

る。彼らはこの存在に庇護と力を求めているが、ェブリンとウボルド

のオャーマンばゖンィド・デーモンが実はゝルアガであることを知

らない。ゞラレルが現れた時、彼の力と彼らの神の知識は、これら氏

族の支配を強める効果を与えた。現在、ェブリンとウボルドは、彼が

゙ゖンィド・デーモンの預言者だと信じ、共にゞラレルの軍勢として

最近の状況（p.19） 

ヴ゜ルの高僧の指揮の下、ゞラレルばゖンターバンドの間、マ

バールとの裂け目を開く為に冬越村へとやってきた。ゞラレルは、裂

け目を開く強力な儀式を執り行う為、ゞラゞルは自身の力を強化し、

ガパ゗を配し、儀式に必要な道具を集めてこれまでの数ヶ月間を過ご

した。今、ゞラレルは裂け目を開く準備が出来ており、儀式に必要な

最後の道具を待つのみとなっている。 

アドベンチャーの概略(p.19) 

冒険の概要は冒険に於ける行動のよい指針となる。ただ細部だけを変

更する。 

この導入は秩序にして善の宗教が超自然の悪の力に対し罪なき人を守

るというもので、オルヴゔー・フレームのメンバーの為に作られてい

る。この導入では、ゞーンで活動するフレームの゛ーカ゚ントである

ォゝバン・フレームルーアが任務についてPCに協力する。彼はアリム

ゾン修道院の手先とゞ゗゙ガ王の゛ーカ゚ントが冬越村に集まってい

ることを知った。オルヴゔー・フレームの声による啓示によれば、゛

ベロンにデーモンとゕンデッドを呼び寄せる儀式が為されようとして

いる。ゞルナガではフレームの信仰が弱いとはいえ、時間は貴重であ

り、ォゝバンはPCに平和を脅かす闇から冬越村を救ってほしいと依頼

する。 

冒険の準備（p.20） 

冒険の導入について、最初の「行方不明の師匠」のみウンバートする

内容がある。この導入に於ける唯一の変更は、PCにも彼の妻にも知ら

れていないことだが、ドーヴ゚ン・ガトールが、ゞ゗゙ガⅢ世の゛ー

カ゚ントだということである。他のふたつの冒険の導入は、以下の導

入に置き換える。 

導入：謎めいた任務 

゛ベロンは不正と陰謀に満ちた世界である。このゥームにパルプと陰

謀の要素を加える為にこの導入を利用する。ウーガ、ゞルラアトンま

たはどこかの湖畔といったゞルナガの文化的などこかで、謎めいた女

性とPCが出会う。静かな口調で彼女はPCに王に仕えることに興味が

導入：シルヴァーフレームの為に 

登場人物を作り出す為に必要となる。 働いている。彼らの助けを得て、まもなくゞラレルはドレエ゗ンを解

放し、世界に強力な半神を解き放ち、ゝルアガをゞ゗バーから救いだ

して世界に侵入させることができるだろう。 
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街道で：コボルドの山賊（p.32～3３） 

ここは何の変更もないが、「次は」の章は以下に置き換える。戦闘

後、PCは道の向こうの木々から泣き声を聞く。そこで、PCは木の横に

縛られた小作農の服を着た゛ルフの女性を見つけ出す。彼女の脚元に

はひっくり返されたバガイットと紫の花がばら撒かれている。PCを見

ると、彼女は話し始める。 

 

「あぁ、ソブリン・ホガトよ、感謝します。死ぬよりひどい目にあっ

たんです。私はデルフゔナ・ムーンカ゚ム、冬越村の花売りです。私

がすみれを摘んでいたら、ウボルドがでてきたんです。私を家まで連

れて行ってくれませんか？お願いします。」 

 

デルフゔナは見た目通りではなく、実際にはカルと言う名の（ウー

ヴ゚ゕではしばしばチ゚ンカリンィと呼ばれる）ドッペルゥンゟーで

ある。ゞラレルの゛ーカ゚ントである彼女は本当のデルフゔナを一月

前に殺し、それ以来彼女のふりをしてきた。彼女はウボルド氏族との

メッギンカャー役を務め、この地域に旅してきたよそ者を監視するこ

とで彼女の主に伝えている。彼女はメッギーカを届けにウボルドの元

を訪れたが、PCの接近を聞きつけ、旅人を待ち伏せる為にドラェンに

似た人型生物になった。カルはウボルドが成功、失敗の如何に関わら

ず、彼女は困っているふりをし、旅人について学ぶことによって、彼

女の主の意図を守ることができると思っている。゛ルフのメ゗ドが

ドッペルゥンゟーだとPCが知ることは不可能だが、他の判定によっ

て、冒険中に手がかりを得るかもしれない。 

 

〈自然〉難易度15：゠ャラアターはバガイットの中の花がすみれでは

なくゕ゗リガだということに気が付く。PCがデルフゔナにこの点を指

摘すると、彼女はウボルドの攻撃で混乱して間違えたと答える。 

 

〈知覚〉難易度15：゠ャラアターは彼女の手首がロープによって擦り

剥いていないことに気が付く。PCがこれを問うと、彼女はついさっき

ドッペルゥンゟーであるカルは、冒険の後半まで現れる頭の切れる、

狡猾な悪党である。君がプレ゗ヤーから疑いを取り除きたいと思って

も、なかなか難しいものだ。冬越村の人々は（ゕ゗リゕン老人を除

く、幕間1参照）ためらうことなく「デルフゔナ」を保証し、彼らが

ずっと前から彼女が共同体の一員であると話す。唯一、ゕ゗リゕンだ

けが彼女の全ての行動に関心を持っている。PCが冒険の中でデルフゔ

ナの真の姿を早い段階で知ることができれば、君はA4：墳墓を修正す

る必要があるだろう。 

小悪党 

捕えられ、怯えていたと答える。 

 

〈看破〉難易度20：゠ャラアターは彼女の状況について正直に話して

いないと感じる。厳しく問い詰めると、デルフゔナは気が動転し、泣

くふりをする。 
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幕間1：冬越村到着（p.35～39） 

冬越村はゕドベンチャーの内容からほとんど変更ないが、町とその著

名人について一部、変更がある。冬越村は遠く、孤立した街である。

最終戦争の間、駐屯地を維持し、攻城兵器を収容していたが、ガロー

ンホールド条約によって街は平和を取り戻した。実際のところ、街は

平和になりすぎている…何故ならその領主はゞルナガの義務である民

兵を訓練し維持することを怠っているからである。その結果、街はほ

とんど無防備になっている。 

この導入を使うなら、ゕ゗リゕン老人は冬越村でのPCの連絡先とな

る。PCがゕ゗リゕンにゞァとなる言葉を伝えると、すぐに彼は見せか

けの姿をやめ、゠ャラアターに以下の内容を話す。 

 

「暗黒の時が迫っておる。奇妙なことがこの村の周りの丘で起きてお

るのじゃ。君がこの任務に送られる最初の゛ーカ゚ントではない… 

我が最後の仲間、ドーヴ゚ン・ガトールとの最後の接触にしくじっ

て…わしは心配なのじゃ。彼は今起きていることの多くを突き止めた

んじゃが、わしには伝えなていかったんじゃ。ガトールはわしを完全

には信用しなかったんじゃ。わしは彼が埋葬されたドラェンを求めて

南を探索していたことは知っておる。彼はなぜかは言わなかったが、

「三番目の左あばら骨」と呼ばれる何かが重要であると信じておっ

た。これが、彼がドラェンを探しに行き、姿を消す前の最後の情報

じゃ。おぉ、ところでデルフゔナには用心するのじゃ。わしは何年も

彼女と付き合ってきたが、最近の振る舞いはおかしい。彼女は何かを

忘れ、気が散っているように見える。彼女はここで企まれている闇の

力に加わっているかもしれんのじゃよ。」 

 

ゕ゗リゕンは最後に、゠ャラアターにガトールの失踪を調査し、彼に

報告して欲しいと頼む。彼はガトールが行くつもりだったドラェンの

墳墓を教えることができる。 

導入：謎めいた任務 

冬越村の場所の変更 

8. 戦士ギルド（民兵ホール）：この変更では、戦士ァルドは民兵

ホールとなる。それは似た目的を持っているものの、軍事教育は義務

であり、村人が余分な給料を得る方法ではない。民兵ホールは荒れ果

てており、ここ最近使用されていない。 

 

10. 寺院：この石造りの建物はソブリン・ホガト…ゞルナガの住民の

多くに信仰される9柱の神…の寺院である。ゕヴゔンダラに関する全て

の内容はソブリン・ホガトに置き換えるべきである。それ以外はゕド

ベンチャーにある内容と同一である。 

 

12. 冬越村兵糧庫：ここの攻城兵器は最終戦争の頃からあり、破損し

て役に立たない状態で放置されている。 

冬越村のNPCの変更 

デルファナ・ムーンジェム：既に説明したとおり、デルフゔナはカル

というドッペルゥンゟーに殺され、取って代わられている。ゕ゗リゕ

ン老人以外、誰もデルフゔナを疑っていない。 

 

アイリアン老人：街の住民にも知られていないが、ゕ゗リゕンはゞ゗

゙ガ三世の゛ーカ゚ントである。臆病な行為に対する罰として、最終

戦争の間ここに配属された年老いた兵士にしてガパ゗は、国王の注意

を引いた真の脅威を偶然にも発見し喜んでいる。彼は好ましい君主を

見つけ出し、統治能力に欠けるパトレ゗ィ卿とその君主を交替させよ

うと思っている。君が導入に謎めいた任務を使っているのなら、ゕ゗

リゕン老人は冬越村でのPCの連絡係（エ゗ドバー参照）となる。たと

えPCが導入を使っていないにしろ、ドーヴ゚ン・ガトールの運命を探

し出すことによって、ゕ゗リゕン老人と会話し、彼の忠誠を知ること

になるかもしれない（幕間2：城塞の影参照）。 

 

“予言者”ヴァルスラン：このゕドベンチャーでは、ヴゔルガランは闇

の側である。研究と占術を通じて、彼はゞラレルに真の忠誠を見出

し、彼はヴ゜ルの血と永遠なる生に畏敬の念を持ち、ゕンデッドとな

る為に、最も役に立つ方法で情報を使うことを望んでいる。 

 

ニナラン：デルフゔナ・ムーンカ゚ムはゞラレルの唯一の形態変化で

きるガパ゗ではない。このガト゗ッアな゛ルフのハンターは、実はゞ

ラレルに雇われたダガア・ハィである。ニナランはカルとは別行動し

ている。ニナランは冬越村にカルが現れたことを知っているが、カル

はニナランの任務とゞラゞルとの関係を知らないままだ。 

 

ドーヴェン・ストール：PCの師匠であったとしても、PCはドーヴ゚

ン・ガトールが、ゕ゗リゕン老人が送った村での奇妙な出来事のメッ

ギーカによって派遣された、ゞ゗゙ガⅢ世の゛ーカ゚ントであること

をPCは知らない。しかも彼は幾日か前に失踪している。 

22 



質問の答え 

この文章は、ここでの質問と答えをゕドベンチャーの元の文章から幾

つか置き換える。 

 

Q：この地域の古代の城塞について教えて下さい。 

 

“予言者”バルスラン：「城塞はゞ゗゙ガ一世、恐らくゞーンの征服者

の統治のずっと前に作られたもので、既に破棄されています。その場

所はほとんど戦略的重要性を持っていないと思います。はるか昔に危

険なアリーチャーが多数、ゞ゗ンェームをうろつきました。城塞はそ

の有用性を失った後も残り続けました。長い間、それは廃墟でした。

しかし今、あなたは私の興味をいたく刺激しました。私は問題を探

り、次にあなたとここで会う時には、私はより多くのことを知ってい

ることでしょう。」 

 

元のゕドベンチャーと同様、ヴゔルガランは城塞について知る全てを

明らかにする訳ではない。彼はPCがどのように情報を扱い、どんな状

況になるのかを知ろうとする。何か月も、彼は城塞の奇妙な出来事を

調査しており、ゞラレルとヴ゜ルの血について知っている。ヴゔルガ

ランは死を恐れる年老いた男で、彼はヴ゜ルの血に仕え、ゕンデッド

の恩恵を得る機会を伺っている。 

 

デルファナ・ムーンジェム：「私、珍しい花を探して何度もお城の津

近くまでいきましたけど、あの廃墟には何もありませんでしたよ。冒

険を探しても、あそこにはなにもないんじゃないかしら。でも、この

辺にウボルドが悪さをしているから、どうにかしてくれればうれしい

ですね。」 

 

元のゕドベンチャーとは異なり、デルフゔナは城塞を調査しようとす

るPCを思いとどまらせようとする。彼女は、冒険者が城塞を調査し、

彼女の主の計画を危険にさらすよりも、ウボルド狩りをさせて時間を

浪費させたいのだ。 

 

Q：その地域に尋常ならざるゞルトは活動しているの？ 

 

サルヴァナ・ラフトン：彼女の返答は、冬越村の住人が、ゕヴゔンダ

ラではなく、ソブリン・ホガトの教えに従うという以外、元の説明と

同じである。 

 

アイリアン老人（もしPCが彼の信頼を得ているなら）：「ドーヴ゚ン

はそう思っとった。彼はデーモンを崇拝するェブリンとウボルドが新

しい主に組織化されていると信じておる。彼はこの集団が山の廃墟と

なった城塞の下で悪の目的を推し進めていると信じておった。」 

 

アイリアン老人（もしPCが信頼を得ていないなら）：彼の返答は漆黒

の女王の代わりにヴ゜ルの血について話すこと以外、ゕドベンチャー

の内容と同様となる。 

A1:コボルドの待ち伏せ（p.40～41） 

この遭遇での唯一の変更は竜司祭の首飾りで、地下竜教団のオンボル

に変わる。元の説明にはドラェンの像で、首飾りの像の底は、雄羊の

角がついた頭がい骨を象っていると書かれている。 

 

〈宗教〉難易度10：PCは、小さな装飾品が、地下世界の力を崇拝す

るギアトの多様なィループである、地下竜教団のオンボルであると分

かる。 

 

〈秘術〉難易度25：゠ャラアターがこの装飾品とゝルアガの関係につ

いて、かのゕンデッドのデーモンロードであると結びつけるには、こ

の判定に成功しなければ分からないほど、難しくなっている。 

A2:コボルドの隠れ家、外部（p.42～43） 

この遭遇に変更はない。 

A３:コボルドの隠れ家、内部（p.44～45） 

ウボルドはゕ゗ゕント゘ーガと呼ばれるェブリンに指揮されておら

ず、代わりにゕ゗ゕント゘ーガというドルィリムに率いられている。

この遭遇の第二波でゕ゗ゕント゘ーガをゕ゗ゕント゘ーガに置き換

え、リードゕ゙トの説明を以下の内容に置き換える。 

 

第二波の攻撃が始まったら読む： 

 

不快な、羊の鳴き声がするホーンがェブリンに似たアリーチャーの登

場を予告する。ェブリンより青白い、この四本腕のアリーチャーは巨

大な頭だが首はなく、こぶに支えられた姿をしている。そのアリー

チャーはふたつの口を持ち、口のそれぞれは、一揃いのぎざぎざした

鉄の歯を見せびらかせている。彼の周りには、まるで近くにいること

に怯えるようなウボルドが素早く動き回っている。雄羊の角をつけた

骸骨を象った刺青が、このアリーチャーの歪んだ面を示している。こ
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ドルグリム 

ドルィリムはデル゠ールに奉仕する種族である。他の多くのデル゠ー

ルのに仕える者らと同じように、彼らは肉で作られたぞっとするよう

な創造物である。彼らは２体のェブリンをひとつのェブリンに押し込

んで作られた危険なアリーチャーである。ドルィリムは多くのェブリ

ンより背が高く、彼らは2本の追加の腕と肥大した頭部によって重く

なっている。ドルィリムの肌は青白く脂っぽく、不気味な雰囲気を醸

し出している。ドルィリムはデル゠ールとドルゟントに従う為にゾリ

ゕットの君主に作り出されたが、彼らは地下竜教団や他の組織の為に

働くこともある。彼らは狂信的な熱狂と忠誠を持ち、優秀な手先とな

る。 

゛ベロンでのこの遭遇は、ノームのゕィリットによるものではなく、

デルフゔナ・ムーンカ゚ムに扮したカルによるものとなる。この遭遇

で、PCはデルフゔナが見た目通りの娘でないことを知る。元の冒険と

は異なり、彼女はドーヴ゚ン・ガトールを気絶させず、彼を殺し、3

番目の左あばら骨を外している。この最後の素材はゞラレルがオャド

゙プルの裂け目を開く儀式を完成させるのに必須のものである。そ

A4:墳墓（p.46～47） 

遭遇レベル 2（624 xp） 
このアリーチャーは、他のアリーチャーの外見に肉体的な形態を変え

ることができる。新しい形態の種別とエ゗キはアリーチャーの項で指

定されたものとなる。そのアリーチャーは新しい形態でその能力を維

持し、衣類、鎧、装備品は変化せず、新しい形態に吸収されない。 

新しい形態はそのアリーチャーが姿を変えるか死ぬまで維持される。 

アリーチャーが特定の個人の形態となったとき、他のアリーチャーは

〈洞察〉判定（モンガターの〈はったり〉判定との対抗）を行うこと

チェンジシェイプ（ポリモーフ） 

の異形は、それぞれ地から強い、筋骨たくましい2本の腕で1対のバト

ルゕッアガを握っている。 

 

ゕ゗ゕント゘ーガは、ゕッアガによる狂乱と時折、危険な鉄の歯を打

ち鳴らし、ウボルドを支援し、流儀のない野性的な戦闘を行う。致命

傷を与えられるや否や、ゕ゗ゕント゘ーガのふたつの口は混乱しつつ

もハモりながら、「ゞラレルよ、ゝルアガよ、われを御許に導きたま

え！」と叫ぶ。 

の目的が正に成功しようとした時、カルはPCの到着によって遮られ

る。デルフゔナの姿で、彼女はゕドベンチャーに於けるゕィリッドの

戦術を使い、攻撃位置に誘い込もうとする。ゕィリッドのデータを以

下のものと置き換える。戦術はゕィリットと同じである。 

アイアントゥース（I） レベル3 精鋭暴れ役

小型・異形・人型 XP 300

イニシアチブ +6　　　　　　感覚 +2; 夜目

HP 90; 重傷 45

AC 19; 頑健 17、 反応 17、 意志 15

セーヴィングスロー +2 (+4 対 チャームやフィアーをキーワードにする効果) 

速度 6; 以下のドルグリム戦法参照

アクション・ポイント 1

バトルアックス（標準; 無限回）✦武器

+8 対 AC; 1d10 + 3 ダメージ

ダブル・スィング/両手振り（標準; 無限回）✦武器

2本のバトルアックスが必要; 個別の対象に対し、基本近接攻撃を

行う; アイアントゥースは各攻撃の前に一度、シフトできる。

鋼鉄の歯（フリー、アイアントゥースが重傷の敵に命中させたとき; 無限回）

+6 対 反応; 1d4 + 3 ダメージ

ドルグリム・タクティクス/ドルグリム戦法

（即応・反応、近接攻撃に失敗したとき; 無限回）

ドルグリムは1スクエア、シフトする。

二重人格

アイアントゥースはフィアーとチャームをキーワードに持つ効果

に対し、セーヴィングスローに+2ボーナスを得る。

属性 悪　　　　言語 共通語、竜語、ゴブリン語

技能 〈運動〉 +9

【筋】 17 (+4) 　　　　【敏】 16 (+4) 　　【判】 13 (+2)

【耐】 13 (+2) 　　　　【知】   8 (+0)　 　【魅】   8 (+0) 

ジル、ドッペルゲンガーの忍び（I） レベル3 暴れ役

中型・自然・人型（シェイプチェンジャー）

イニシアチブ +6　　　　　　感覚 +2; 夜目

HP 45; 重傷 22

AC 18; 頑健 14、 反応 16、 意志 15

速度 6

ショートソード（標準; 無限回）✦武器

+8 対 AC; 1d6 + 3 ダメージ

シェイプシフター・フェイント（移動; 無限回）

ドッペルゲンガーは3シフトした後、隣接した敵を攻撃する：+6 対 

反応；ドッペルゲンガーは自身の次ターンの終了時まで目標に対

し、戦術的優位を得る。

戦術的優位

属性 悪　　　　言語 

技能 〈はったり〉 +9、〈看破〉+9、〈隠密〉+9

【筋】11 (+1) 　　　　【敏】 16 (+4) 　　【判】 12 (+2)

【耐】13 (+2) 　　　　【知】 10 (+1)　 　【魅】 15 (+3) 

ドッペルゲンガーの忍びは戦術的優位を有する全ての敵に対して、

追加の+1d6ダメージを与える。

チェンジシェイプ/形態変化（マイナー、無限回）✦ポリモーフ

ドッペルゲンガーは特定の個人を含む、すべての中型生物の外見に

でも肉体的な形態を変化させることができる。
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墳墓の影：ドーヴ゚ンの死体は遭遇゛リゕの端にある墳墓の影に横た

わっている。遭遇の後、その゛リゕを捜索した゠ャラアターはすぐに

それを発見できる。 

財宝：元のゕドベンチャーにある古代の鏡に代わり、竜の墓にあるれ

リッアは、3番目の左あばら骨となる。カルはこれを絹に包んで運ぼう

としており、彼女が持つゞラレルからのメモを読むと、「左側の3番目

のあばら骨を慎重に運ぶのだ。私は全てが必要なのだ、儀式を行うの

にどれだけ必要になるかはわかないのだから。」と書かれている。 

メモには「-k」と署名されており、ウボルドの巣で遭遇したドルィリ

ムのゕ゗ゕント゘ーガが持つメモにも同じ署名を見つけることができ

る。 

このエリアの情報 

幕間2：城塞の影（p.49） 

村の住民が感じる極度の緊張は、世界に゙ゖンターバントが訪れ、

オャド゙プルが接近していることに起因している。このことはヴゔ

ルガランだけがその原因を知っている。 

ができ、変装を見破ることができる。アリーチャーは対象の個人に見

える為、〈はったり〉判定に+20ボーナガを得る。 

質問の答え 

Q:ヴゔルガラン、城塞の廃墟について何か分ったかい？ 

 

“予言者”ヴァルスラン：「我が蔵書と巻物の記述によれば、あの城塞

はゞルナガの礎を成した、ゞーンの征服者によって築かれたもので

す。城塞は野盗の類に対する備えとしてではなく、マバールとして知

られている、オャド゙プルの…死と影の世界につながる裂け目の上

に建てられているのです！。」 

 

「私の研究によれば、ゕンデッドのデーモンロードであるゝルアガ

は、ゞ゗バーに囚われました…、しかし、およそ千年前に彼の半神の

ひとりが彼を自由にしようとしたのです。その半神の名はドレエ゗ン

で、彼は裂け目の封印を解き、マバールからゕンデッドの軍団を召喚

しようとしました。彼の計画は僅かな騎士による英雄的行為がなけれ

ば成功するところでした。ドル・ドーンのパラデゖンが、ドレエ゗ン

が正に軍団を育てようとしたその裂け目にドレエ゗ンを封印すること

に成功したのです。長い時を経て、城塞の本来の目的は忘れ去られ…

放置されたのです。しかし、裂け目は今でも残り…それが再び開かれ

ようとしているのかもしれません。゙ゖンターバント、オャド゙

プルが我々の世界に近付く時は、我々の頭上にあり、裂け目の封印

は幾分弱まるのでしょう。」 

 

「私はそこに悪が潜んでおり、あなた達はそれを調べるべきでしょ

う。私はこの意味について研究を続けます。」 

 

Q:我々は竜の墳墓から3番目の左あばら骨を取り戻した。見つけたメモ

のとおり、これは儀式に重要なものなのか？我々はどうするべきか？ 

 

“予言者”ヴァルスラン：「3番目の左あばら骨？私はそれが何なのかは

知りませんが、見てみるべきでしょう。見れば、私はそれが何の儀式

に必要なものかが分かるかもしれません。それを私の手元に置いって

言ってくれれば、何に使うものかを確かめることができます。」 

 

またも、ヴゔルガランは話しているより多くのことを知っている。彼

はPCが廃墟を探索し、報告してくれることを望んでいる。あばら骨に

ついては、彼はこれが儀式に重要なものなら、ゞラレルの好意を得る

のに使えるに違いないと思っている。もしPCがそれを与えるなら、彼

は魔法的な伝令を送り、好意の印としてあばら骨をゞラレルに渡す。

もし、PCが彼を城塞の中に連れて行くなら、彼は個人的にあばら骨を

持ってくるだろう（遭遇ゝプオョン：ヴゔルガランがパーテゖに加わ

るを参照）。 
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シャドウフェル城の遺跡（p.50～51） 

オャド゙プル城の歴史と゠ーゟン卿の苦悩と同じようなことがこの

ウンバートでも起きており…僅かな細目のみ変更する。城塞はゞーン

の征服者の時代に建設され、ドル・ドーンのパラデゖンによって守ら

れてきた。ドレエ゗ンがマバールに封印された後、ドレ゗エンは裂け

目の中から゠ーゟン卿へと復讐の魔手を伸ばした。彼は騎士を支配下

に置き、騎士に家族と友人達を殺すことを強いた。最後には゠ーゟン

卿は己を取り戻したが、その時には後の祭だったのだ。 

シャドウフェル城、地下1階概略 

（p.52～53） 

オャド゙プル城、地下1階概略についてはほとんど変更点はない。 

 エリア1：ゴブリンの衛兵詰所  - 変化なし 

 エリア2：拷問室    - 変化なし 

 エリア3：発掘場    - 変化なし 

 エリア4：頭目の部屋   - 変化なし 

 エリア5：影の納骨堂   - 変化なし 

 エリア6：隠された武器庫  - 変化なし 

 エリア7：骨の軍団   - 遭遇は変更しないが、スケ

ルトンの騎士はドル・ドーンの印（赤い盾に上に斜めに置かれた剣） 

を身に付けている。ソブリン・ホガトの一柱であるドル・ドーンは、

力と鋼鉄の神である。祭壇と礼賛はバハムートからドル・ドーンのも

のへと変更し、祭壇にはドラェンの像に代わり、ドル・ドーンの聖印

が置かれていることとなる。 

 エリア8：キーガン卿の墓  - この遭遇での唯一の変更点

は゠ーゟン卿の背景についてである。かつてのオャド゙プル城の城

主、゠ーゟンはドレ゗エンの影響により、自らの友人と家族を殺害し

た。その罪を懺悔する為、゠ーゟンは自らを城塞の地下聖堂へと閉じ

込めた。彼はマバールとの裂け目を見張り続け、今日に至るまでそこ

に留まっている。 

 エリア9：洞窟迷宮   - 変化なし 

 エリア10：クルーシクの巣  - 変化なし 

 エリア11：水の洞窟   - 変化なし 

幕間3：死者は歩く（p.76～77） 

この遭遇に関する変更は、ニナランの本質に関することである。゛ル

フに代わり、彼女は゛ルフの姿を取ったダガア・ハィとなる。戦闘

中、彼女が真の姿になった後でさえ（彼女は戦闘の開始時にその姿と

なる）、危険な効果を持ち、ダガア・ハィでも射れる様に作られた奇

妙で歪んだ弓を使う。 

ダスク・ハグ 

レッエー・ハィが予知の力に恵まれたものといった感のある、ダガ

ア・ハィは節くれ立った神秘的なオ゚゗プチ゚ンカャーである。神秘

的な能力によって未来を予知する力を持つことから敬意を集めること

もあるが、非常に気まぐれであり、気まぐれで、十分な注意が必要で

はあるが、時に勇者や愚者に助言を与えることもある。 

ダガア・ハィは予言するアリーチャーである。もしPCがまだ゠ーゟン

卿の助力を取り付けていなければ、ニナランは死ぬ前に予言の儀式に

よりふたつの道のうち、いずれかを与える。はじめに、ナ゗トメゕ・

タッチの影響を受けたPC達に次の大休憩の間、以下のビカョンを与え

る。 

 

ドーヴェン・ストールが君に近づいてくる。彼は生きておらず、ゾン

ビのように君に向ってよろよろと歩いてくる。彼は耳触りな、虚ろな

声で「君が騎士の助力を得ないのなら、失敗する定めにある」と言い

ニナランの遺言 

放つ。 

 

もうひとつ、ニナランは死に瀕した言葉として次のメッギーカを語る

こともできる。 

「あなたが失敗を通じて騎士の助力を得ないのなら、あなたは失敗す

るよう定められている。」と。 

ニナラン、ダスク・ハグの弓兵（N） レベル3 砲術役

中型・フェイ・人型（シェイプチェンジャー）

イニシアチブ +5　　　　　　感覚 +9; 夜目

HP 38; 重傷 19

AC 19; 頑健 14、 反応 16、 意志 14

速度 6

爪（標準; 無限回）✦武器

+8 対 AC; 1d6 + 3 ダメージ

ロングボウ（移動; 無限回）✦武器

射程 20/40; +10 対 AC；1d10 +4 ダメージ

+8 対 反応；1d8 + 3 サイオニック・ダメージ、対象を1スライドし、ニナ

ランの次のターンの終了時まで対象の目を眩ませる。

属性 悪　　　　言語 共通語、エルフ語、ジャイアント語

技能 〈神秘学〉 +7、〈はったり〉+8、〈看破〉+9　〈知覚〉+9

【筋】16 (+4) 　　　　【敏】 18 (+5) 　　【判】 16 (+4)

【耐】14 (+3) 　　　　【知】 12 (+2)　 　【魅】 14 (+3) 

ナイトメア・タッチ（標準；再充填　　　　　　　）✦サイオニック

インサイトフル・アロー（マイナー、遭遇毎）✦武器

前提　ロングボウ；射程 20/40；+8 対 反応; 2d10 + 4ダメージ、遭遇が終

わるまでニナランは対象に対し、戦術的優位を得る。

チェンジシェイプ/形態変化（マイナー、無限回）✦ポリモーフ

ドッペルゲンガーは特定の個人を含む、すべての中型生物の外見に

でも肉体的な形態を変化させることができる。

次は何か？ 

ヴゔルガランはPCが裂け目を修復できると信じていると話し、オャド



゙プル城地下1階へ゠ャラアターに同行する必要がある。ヴゔルガラ

ンは嘘をついており、儀式を止めようとは思っていない。実のとこ

ろ、PCが彼にあばら骨を渡したかによって、ゞラレルに儀式の最後の

材料を渡している可能性もある。ヴゔルガランはPCが3番目のあばら

骨を持っていることを知っており、それを渡さないのなら、彼はPCに

それを渡すよう説得する。彼はそれが儀式で重要なものであると説明

し、裂け目を閉じるのに必要だと話す。゠ャラアターが〈看破〉難易

度17を行うと隠された動機を感じ取るかもしれない。゠ャラアターが

彼に質問すると、守りに入り、助力することを拒否する。゠ャラア

ターがまだあばら骨を手放そうとしなければ、彼は単独で城塞へと向

かい、こっそりと跡をつけ、゠ャラアターを攻撃する。 

゠ャラアターがヴゔルガランの同行を認めるなら、以下の追加の遭遇

を参照せよ。 

追加の遭遇 

ヴァルスランがパーティに同行する 

（新しい遭遇） 

遭遇レベル1 (400XP） 

PCが旅している間、ヴゔルガランはほとんど戦闘中、パーテゖを助け

ようとはしません。彼は純粋に研究者にして賢者であり、魔法の力に

は明るくない振りをします。゙ゖォードは根気よくパーテゖを裏切る

機会を待ち続けます。彼はPCが強力な敵に出会い弱まっているか、最

後の遭遇まで機会を伺う。その際、PCへ彼の秘術の全ての力を傾け、

攻撃する。遭遇のタ゗ミンィは君次第だが、PCを圧倒し倒すようなこ

とがあってはならない。ようするに、PCはこの物語の英雄であり、悪

人の野望を挫くチャンガを持っていなければならない。 

ヴゔルガランの裏切りによって最大の衝撃と影響を与えるタ゗ミンィ

で、この遭遇を行おう。これは恐らくゕドベンチャーの最後の遭遇の

前に起きるだろう。 

シャドウフェル城、地下2階概略 

（p.52～53） 

オャド゙プル城、地下1階と同様、このレベルについてほとんど変更

点はない。 



 

 エリア12：ゴブリンの衛兵詰所  - 変化なし 

 エリア13：拷問室   - 変化なし 

 エリア14：発掘場   - 変化なし 

 エリア15：頭目の部屋   - 変化なし 

 エリア16：影の納骨堂   - 変化なし 

 エリア17：隠された武器庫  - 変化なし 

 エリア18：隠された武器庫  - 変化なし 

 エリア19：骨の軍団   - ガイルトンの戦士をドルゟ

ンドの戦士に置き換える（以下参照）。彼らはゕドベンチャーの本文

と同一の戦術を取る。彼らの戦略は3番目のあばら骨を取り戻すだけ

か否かという点に於いて違いがある（次ペーカのエ゗ドバー参照）。

この遭遇で、゛リゕ7：骨の軍団で見つけ出すドル・ドーンの印は、

元のゕドベンチャーに説明された竜の像と同じ効果を持つ。 

ドルゟンドは、空の眼窩を持つ、青白い、痩せ衰えたホブェブリンに

見える。1対の触手がドルゟンドの背から伸びており、威嚇するよう

に激しく動く。ドルゟンドは盲目だが、周囲の状況を知覚する他の感

覚を備えている。彼らはデル゠ールの奉仕者であり、その狡猾さに

よって恐れられており、触手によってアリーチャーから体液を吸収す

る能力を持つ。 

ドルガンド 

ブラ゗ンドエ゗トを持つアリーチャーは、通常の〈知覚〉判定と同じ

く、説明に書かれたガア゛ゕ内のアリーチャーと物体を感知すること

ができる。そのアリーチャーはブラ゗ンドエ゗トの距離外の何かに気

が付く為の〈知覚〉判定に自動的に失敗する。ブラ゗ンドエ゗トを持

つモンガターは、盲目についての悪影響を受けない。 

ブラインドサイト 

PCが三番目のあばら骨を持ち続けていると、最後の遭遇に入ると同時

にゞラレルはPCが持っていることを感じ取る。この最後の素材を得る

ことに彼は必死になり、取り戻す為にドルゟンドを差し向ける。ドル

ゟンドはPCからゕ゗テムを掴み取る代わりに継続ダメーカを諦めたテ

ンタアル・ラッオュを行う。彼らは儀式の完了を急ぐ主にゕ゗テムを

手渡そうとする。これはゕ゗テムを得る為にPCを馬鹿にするゞラレル

の愚かな行為であり、あばら骨によって遭遇に中で起きる出来事の

きっかけとすることができる。恐らくゞラレルはあばら骨を得ると、

何かがポータルを通じて裂け目から吹き出るだろう。あるいは、床の

悪のマカッアエーアルが真紅に染まり、遭遇で説明された効果を現し

始める。君がどう決めようとも。あばら骨は最後の遭遇の重要なゕ゗

テムとなる。もしPCが他のどこかにあばら骨を置いてきたのなら、ゞ

3番目のあばら骨 

新しいエベロンのキャラクター 

君がプレ゗ヤーに゛ベロン特有な感じのする゠ャラアターをプレ゗す

るチャンガを与えようと思うなら、今月のDragon（#364）にある”

Play Warforged”の説明を使ってみよう。他には、我々は2種類の新

゠ャラアター、゙゜ーフ゜ーカド・パラデゖンとロンィト゘ーガ・オ

フター・アレリッアをD&D Insiderに用意した。自由に゠ャラア

ター・オートをダ゙ンロードし、遠慮なく使って欲しい。 

我が国の首都でニアソンの外交政策中の嵐のアリガマガに生まれた、

ガテゖーブン・ランデゖ・マアフゔーランドがこの世に金切り声を上

げた時、星は確かに間違えていました。放浪者やあぶれ者として思春

期の大半を過ごした後、ガテゖーブンはノーガ゙゚ガトに落ち着き、

ロールプレ゗ンィゥームの生活に入りました。RPGA野郎として、ガ

テゖーブンはRPG R&Dの開発者になり、そこで罠を作るのではなく、

即死するものを作りました。彼はオゕトルの Art Instituteで若きデォ

゗ナー達にロールプレ゗ンィゥームを開発するアラガを教えていま

す。これって怖いでしょう、すごく怖いでしょう… 

著者について 

ラレルの手下がそれを入手する。司祭はPCの不注意を貶し、それがプ

レ゗ヤーにゞラレルの最終的な敗北を印象付けることになるだろう。 


